ヨーロッパ・エスノロジーにおけるフィールドワークへのスケッチ特にヴォルフガング・カシューバとイーナ＝マリーア・グレヴェルスを例として ― by 河野 眞
Abstract
On the Fieldwork in the European Ethnology in Germany (Sketch) – especially on 
the research methods of Wolfgang Kaschuba and Ina-Maria Greverus
　The present paper is an introduction of the methods for the field work focused on the current situations 
of the EU countries today. From several representatives of this field of the academic world here attention 
is payed to two German scholars of the European Ethnology whose theoretical essays were already 
translated to Japanese by me. At first Wolfgang Kaschuba (born in 1950), a professor of Berlin University 
(HU) and a director of its Institute of European Ethnology, plays the big roll with his EU-wide viewpoint 
and his active participation to the current social issues. To know that, it seems to be appropriate to look at 
the lecture he delivered in 2008 in Seoul in South Korea. There he told about “Europe and Globalization. 
New Challenges to the European Ethnology” (Japanese translation 2010) to his audience consisted not 
only of the South Korean Folklorists, but also of the Folklore Specialists from Japan and other East Asian 
countries. His theory and method of Folklore Studies is significant especially in the current situations of 
the world today, since for example, just now, a lot of refugees from the middle East to European area 
causes various confusions and demands the proper solutions in the societies accepting them ― not to 
mention, the similar problems are not avoidable almost all around the world.     
　As the second person Ina-Maria Greverus (born in 1929), a woman professor emeritus of the 
University of Frankfurt am Main, Germany, a founder and director of the Institute of European Ethnology 
in the University of Frankfurt a.M for a long, is a pioneer of Ethnology of the multicultural societies. Her 
lecture “Performing Culture. Field work: male – female – human” (Japanese translation 2013) originally 
given in 1997 at the general meeting of the German Folklore Society in Marburg, federal state Hessen in 
Germany, has an essential meaning as an enlightening example for the folklorists aiming at theoretical 
solving of the current issues of the multicultural societies. Since her lecture explains how the daily life’ 
study is to be carried out through presenting the example of her research in Sicily, Italy, that successfully 
elucidates the constancies and changes of the everyday life of the habitants of the small town of Italy 







































1）「愛知大学国際コミュニケーション学部のフィールドワーク ― 経緯とこれからの課題へのスケッチ －」





























ソウルでの講演 （2008 年 12 月 12 日）の翻訳と解説　Original: Wolfgang Kaschuba, Europa und die 
Globalisierung: Neue Herausforderung für die Europäische Ethnologie. Ein Vortrag in Seoul, 12. XII.2008.　　愛




＝イールリッツ（2001）」愛知大学国際コミュニケーション学会『文明 21』第 30号（2013年）, p.89-137.　
原 著 : Berliner Diskussion: Perspektiven Europäischer Ethnologie – Versuch einer Zwischenbilanz. Gespräch 
zwischen Wolfgang Kaschuba, Peter Niedermüller, Bernd Jürgen Warneken und Gisela Welz. Programmdirektoren: 













































































































































































































































号（2013）, p.101-136. （ 原 著：Ina-Maria Greverus, Performing Culture. Feldforschung männlich – weiblich – 
menschlich. In: Christel Köhle-Hezinger, Martin Schafre, Rolf Wilhelm Brednich (Hrsg.), Männlich. Weiblich. Zur 
Bedeutung der Kategorie Geschlecht in der Kultur. 31 Kongreß der Deutschen Gesellschaft für Volkskunde, Marburg 
1997. Münster u.a. [Waxmann] 1999, S.75-98.
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ていたため、移転先としてベリーチェ谷に建設されたニュー・ジベッリーナ市へ入っ
たのです。つまりジベッリーナ・ヌオヴァですが、それはポストモダンのコンセプト
による総合的な事業でした。破壊された元のジベッリーナ・ヴェッキャ＊にはセメント
が流しこまれました。アルベルト・ブッリの＜おそらく最もあざやかな作品＞として
白いコンクリートのヴェールがかけられています。地震で壊れた町の残骸が、その記
憶を永遠にとどめるように、と言うのです。
＊を付した人名や語句には、拙訳では注をつけて説明したが、ここでは省略する。
なおこの講演は、ドイツ民俗学会の隔年の大会がマールブルク大学で開催されたとき
のものである。その開催地ということもあったのであろう、同大学に大学生の頃から助
手になるまで在籍して研究者となったグレヴェルス女史が講演者に招待されたのだっ
た。さらに、女史が、ちょうどフランクフルト大学で定年を迎える時期にもあたってい
た。
講演の後半は、女史とその研究仲間の永年の研究フィールドであるシチリア島の話題
である。補足すると、ベリーチェ谷はパレルモの南西の山間からシチリア島南海岸にか
けて北東から南西に走る約 77kmの谷で、1968年 1月に大地震に見舞われた。谷間の中
心都市であった人口約 7000人のジベッリーナは全壊し、そっくり移転・再建されるこ
とになった。グレヴェルス女史の講演は、その地震に見舞われて壊滅した町を近隣の別
の場所にそっくり移設し、倒壊した町の方はコンクリートで固めて現代藝術的なモニュ
メントにされる、という特異なできごとを枠組にして、現代の世相を点検するという組
み立てで、それを批判精神ゆたかに再現している。
ジュゼッペ・バルベラはかつて社会改良家ダニーロ・ドルツィ＊の協力者で、今
は「メリディオーネ経済・社会復興センター」の所長さんですが、1980 年代には
私たちの会話のパートナーでした。そして 1996/97 年には著作『天空のオフィス』
のなかで再び公開の質問調査を発表し、事実それはジベッリーナの「ベリーチェ谷
研究センター」によって地震被災住民のあいだで実施されました。特に高齢の被災
者たちは元の場所での建設を希望していましたが、そうした元の土地にとどまりた
いという齢者たちの願望ではなく、新しい町で新しい時をはじめたいという若者た
ちの希望の方が満たされました。しかし現実は願望通りだったのでしょうか。その
後の報告は矛盾だらけです。今なおそうなのです。しかもバルベラのアンケート調
査によると、住民の意思が直接たしかめられたことは一度もなかったのです。
しかしニュー・ジベッリーナで語られているのは別の言葉です。インターナショ
ナルなアヴァンギャルド藝術とでも言うべき新しい町に響くのは、彫刻群や劇場公
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演や博物館の企画や『迷
ラビリンティ
宮』というタイトルを掲げた贅沢なイラスト紙などを通じ
た声の方なのです。もっとも新聞の「地域の文化」というサブタイトルをめぐって
は意見はまちまちではあるようです。とまれ、ニュ ・ージベッリーナの位置は元あっ
た場所から 25km はなれています。そこが地震に強い地盤だから、というのが理由
の一つです。しかし別の理由として、ベリーチェ谷一帯の最大のマフィア団体が土
地の売却で大儲けができたことを挙げる人たちもいます。いずれにせよジベッリー
ナを藝術作品にした最も強力な推進者は、当時のジベッリーナ市長で今は参議院議
員としてローマに居を構えているルドヴィコ・コッラオ氏＊でした。実際、町を藝
術作品にしたのは彼でした。しかし私たちが 1996 年に訪れることになった瓦礫の
山（1997 年もそのまま放置されていた）自体は、新しいジベッリーナ市長の事業だっ
たのでしょうか？ たしかに、藝術都市（これも住む人の意思がたしかめられたわけ
ではなかったのですが）の住民の壮大な構想をたたきつぶしたのは新市長でした。
あるいは廃墟は＜地震＞という投機の申し子です。地震を念頭においたシンボルと
思われますが、新しい教会堂が建設されるかも知れません。そのさいニュ ・ージベッ
リーナの目印になるコンクリートの巨大な白い球体を村から運び出す予定であると
のことです。そのかたまりは、今はまだ古い教会堂の倒壊した屋根のそばに転がっ
ています。五千人の住民は、広い雑然とした敷地に新しい町をつくっています。そ
こには人工的な施設がいくつもあります。南イタリアで住民たちのコミュニーショ
ンの中心になる広
ピアッツア
場はもう一つのメルクマールのはずですが、空っぽなのです！ 一
体何が起きたのでしょう？ と思うと、いつのまにか若者向けのスケート場２リング
が姿を見せています。元の町の主役であった年配の人たちが酒場の片隅にすわって
いるのを見かけることはあります。しかしそれらを除けば、1996 年に二度そこを
訪れたとき、ほとんど人
ひと け
気は感じられなかったのです。1997 年も、広
ピアッツア
場には誰も
見当たりませんでした。例外は土曜日の午後で、＜固まってぶらついている＞十代
の若者たちで埋まっていました。人々の願いをあつめた＜文化の革命＞は緒に就い
たのでしょうか。土曜の午後がともかくそれにあたるのでしょうか？ しかし住民数
五千人の町の広い大通りを駆け抜けるのは車ばかりです。モダンな、ポストモダン
な人工の街を走り抜けて車は一体どこへ向かおうとしているのでしょう？　　
災害からの復興が行政主導で、しかもそこにはさまざまな思惑がからみ、さらに利権
すら取りざたされ、それも決して無根拠ではない、というのは現代では決してめずらし
いことではない。正にそういうケースという面もあったらしい。
オールド・ジベッリーナはどうなったのでしょうか。これについて語ろうとする
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と、いつも私は何かつかえてしまいます。建てこんだ家々に当時７千人の人々が暮
らしていた古い小さな町は、倒壊の後セメントで固められました。追憶の場所？ 藝
術作品？ 私たち以外にそこへ行く人は誰もいません。昔の小路をたどると、そこに
もコンクリートが流しこまれています。2メートル近い高さのあった壁もセメント
の大きな屋根で覆われ、小高い膨らみになっているところもあり、隙間に根をおろ
した灌木が光をもとめて格闘しています。アルベルト・ブッリ＊のこれらの藝術作
品は公式の名前は「亀
ピアッツアイル・クレット
裂」ですが、クレーパとも呼ばれています。ひび割れるとい
う意味ですが、死ぬことをも指す言葉です。人々のあいだでは白い死に装束という
言い方もされ、外部からやって来る人たちは死の迷宮とも評しています。ジッベリー
ナ劇場の名称のなかでイル・クレットは演劇的なパフォーマンスの場所で、中心に
あるのは崩壊と再生の観念です。もっとも政治政党にとっては、その場を占めるの
は老いた＜再建の市長＞であり、３年前に選挙で選ばれた彼の後継者であるので
しょう。対話が耳に入ってくることは一切なく、オールド・ジベッリーナは固めら
れたままです。たしかに新旧二人の市長と私たちとの会話は慎重に準備され、新市
長は私たちにも認められたいとの構えをみせました。ちなみに先の市長で今はロー
マにいる参議院議員は、理念は特定の土地にしばられるものではないと力説したも
のですが、彼はジベッリーナと袂を分かったのでしょうか。
私たちは地元の他の住民とも話をしました。＜コッラオ・シティ＞すなわち再建
市長コッラオ氏の賛同者たち、それに懐疑派や反対派の人たちとも。対話がはじまっ
たのは、私たちがそこを去らなければならなくなった頃でした。私にとっては、対
話はさらに続くべきもので、またそうなってゆきました。・・・・
ここで名前の挙がる人々について補足すると、ダニーロ・ドルツィ（Danilo Dolci 
1924-97）は西ヨーロッパの取り残されたような一角で貧困問題に取り組んできたカト
リック教会系の活動家で、＜シチリアのガンジー＞とも呼ばれ、ノーベル平和賞にも二
度ノミネートされた。かつてその下にいた若い協力者が、グレヴェルス女史の参与観察
のなかでたびたび登場することになる。またアルベルト・ブッリ（Alberto Burri 1915-
95）はイタリアの代表的な前衛藝術家で、地震で倒壊したジッベリーナの町のほぼ全体
をコンクリートで固めて、巨大な空間モニュメントを出現させた。ルドヴィコ・コッラ
オ（Ludovico Corrao 1927-2011）はシチリア島トラーパニ県アルカモに生まれた地方政
治家で、ジッベリーナ市長として大地震に襲われた町の再建に伾身して知られるように
なり、やがて参議院議員に転じた。こられの人々の活動をも織り交ぜつつ、地震災害を
経験した地域住民の動きを再構成したのが、グレヴェルス女史と女史が主宰したフラン
クフルト・アム・マイン大学ヨーロッパ・エスノロジー学科のプロジェクトであった。
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シチリア島の民俗調査となると、伝統的なベファナ祭や、淵源までたどれば中世に遡る
ともされるトラーパニの復活祭の信奉行列（最近は観光の対象として人気が高い）など
が通常は対象になるところであろうが、それらとは一線を画したフィールドワークであ
ることには大きな意義がある。
＊
今回は、近年のヨーロッパ・エスノロジーの動向として、ベルリン大学教授ヴォルフ
ガング・カシューバと、フランクフルト・アム・マイン大学教授イーナ＝マリーア・グ
レヴェルス女史の取り組み方に注目した。女史はすでに定年退官となって久しく、カ
シューバも今年あたりが定年であろう。それゆえ次の現役世代の活動の実際を見る必要
があるが、その場合にも、これらの傑出したリーダーが築いた土台を知らないわけには
ゆかない。事実、それらは、フィールドワークの方法においても、ＥＵという新しい国
家群の枠組みを取り入れるという面でも、またさらにＥＵを超えて中東まで伸びる広域
という観点でも、ドイツ民俗学の後進でもあるヨーロッパ・エスノロジーの現在に直結
している。
他にも、紹介すべきドイツ民俗学／ヨーロッパ・エスノロジーにおいて紹介すべきも
のが、方法論でも調査対象でも幾つかある。機会があれば、それらも取り上げてゆこう
と考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2015年 12月 10日　Ｓ．Ｋ．
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